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社協だより

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています

と

も
に
支えあい心豊か

に

安芸高田市社会福祉協議会

特集　小地域のお茶の間づくり事業
                   「小田東ひだまりサロン」



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
で
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
を
賜
り
、
ま
た
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
厚
く
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
様
々
な
課
題
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
改
正
社
会
福
祉
法
が
本
格
施
行
さ
れ
、
経

営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明

性
の
向
上
、
財
務
規
律
の
強
化
、
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
み
を
実
施
す
る
責
務
な
ど
社
会
福
祉
法

人
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
社
協
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
、
解
決
し
て
い

く
体
制
と
し
て
、
福
祉
委
員
を
は
じ
め
、
地
域
福
祉

関
係
者
が
各
地
区
ご
と
に
定
期
的
、
継
続
的
に
話
し

合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
福
祉
会
議
を
設
置
し
、「
ひ

と
り
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
、
地
域
み
ん
な
の
福
祉

課
題
」
と
し
て
捉
え
、
解
決
に
向
け
た
福
祉
活
動
を

協
議
し
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
地
域
基
盤

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
幸
せ
な
生
活
を
願
い
、
市
社
協
の
独

自
事
業
で
あ
る
「
小
地
域
の
お
茶
の
間
づ
く
り
事
業
」

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
「
福
祉
介
護 

出
前
講
座
」
等
も
継

続
し
て
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

社
会
福
祉
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

役 

員 

紹 

介

　

【
役 

職
】　

   

　
　

【
氏   

名
】　

   

【
選
出
区
分
】

会　
　

長　
　

竹
重　

博
樹　
　

学
識
経
験
者

副  

会  

長　
　

福
田
美
恵
子　
　

八
千
代
地
区
代
表

理　
　

事　
　

塚
田　

勝
吉　
　

地
域
福
祉
関
係
者

理　
　

事　
　

冨
田　

慶
子　
　

地
域
福
祉
関
係
者

理　
　

事　
　

水
重　

克
幸　
　

吉
田
地
区
代
表

理　
　

事　
　

富
田　

幸
子　
　

吉
田
地
区
代
表

理　
　

事　
　

藤
井　

敏
法　
　

美
土
里
地
区
代
表

理　
　

事　
　

和
田　

幸
則　
　

高
宮
地
区
代
表

理　
　

事　
　

丸
山　

義
捷　
　

甲
田
地
区
代
表

理　
　

事　
　

的
場　

恵
子　
　

向
原
地
区
代
表

監　
　

事　
　

近
藤　

一
郎　
　

学
識
経
験
者

監　
　

事　
　

寺
田　

博
彦　
　

学
識
経
験
者

年
頭
の
ご
挨
拶

安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
　

竹
　
重
　
博
　
樹

2017（平成29）年12月 2



【お問合せ先】地域福祉課　　電話・お太助フォン：４７－１１３１

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
、

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
構
築
し
ま
す

　

８
月
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
、「
あ
い
ち
ゃ

ん
の
ホ
ッ
と
す
る
カ
フ
ェ
」（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
は
、

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
よ
る
不
安
、
悩
み
等
を
カ
フ
ェ
に
来

て
専
門
職
員
へ
相
談
す
る
こ
と
で
、『
気
持
ち
が

楽
に
な
っ
た
。』
と
の
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
こ
と
だ
け
に
限
ら
ず
、
地
域

の
方
な
ど
参
加
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
季
節
に
合

わ
せ
た
行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
市
社
協
職
員
は
、
こ
の
「
あ
い
ち
ゃ
ん

の
ホ
ッ
と
す
る
カ
フ
ェ
」
を
、
情
報
交
換
の
で
き

る
場
、
地
域
や
専
門
職
員
な
ど
と
交
流
で
き
る
場

に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
、
気
軽
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
開
催
場
所
】

　

市
社
協
甲
田
支
所

　
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ
）

【
開
催
日
時
・
内
容
】

●
1
月
18
日
（
木
）
9
：
30
～
11
：
30

　

新
年
か
る
た
大
会
、

　

物
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

　

専
門
職
員
に
よ
る
相
談

●
2
月
22
日
（
木
）
9
：
30
～
11
：
30

　

運
動
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
物
忘
れ
相
談

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
専
門
職
員
に
よ
る
相
談

●
3
月
22
日
（
木
）
9
：
30
～
11
：
30

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
、
物
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

　

専
門
職
員
に
よ
る
相
談

　【
参
加
料
金
】

　
　

１
０
０
円
／
１
人

～誰でも気軽に参加することができます～

お茶を飲みながら情報交換をしている様子

『あいちゃんのホッとするカフェ』
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お
茶
の
間
づ
く
り
事
業
と
は

　

こ
の
事
業
は
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
環
境
の

変
化
か
ら
生
ず
る
生
活
の
む
ず
か
し
さ
（
生
活

課
題
）
を
、
身
近
な
居
場
所
（
常
設
的
な
お
茶

の
間
サ
ロ
ン
）
を
拠
点
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
手
法
で
、
住
民
の
方
が
把
あ
く

共
有
し
、
解
決
で
き
る
仕
組
み
（
支
え
合
い
活

動
）
づ
く
り
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
え
合
い
活
動
だ
け
で
は
難
し
い
場

合
に
は
、
市
社
協
が
実
施
す
る
事
業
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
と
組
合
わ
せ
た
り
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
保

険
等
の
関
係
機
関
の
専
門
職
員
に
取
り
次
い
だ

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
解
決
方
法
を
組
立

て
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
平
常
時
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
が
あ
る
時
は
も
ち
ろ

ん
、
災
害
発
生
等
の
非
常
時
に
お
い
て
も
、
地

域
の
住
民
力
を
活
か
し
、
関
係
機
関
の
専
門
職

員
等
と
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
な
小
地
域
ケ
ア

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
小
田
東
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
開
所

　

平
成
29
年
10
月
13
日
（
金
）、
市
内
で
２
地

区
目
と
な
り
ま
す
常
設
的
な
お
茶
の
間
サ
ロ
ン
、

「
小
田
東
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
を
開
所
い
た
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
誰
も
が

気
軽
に
集
ま
り
、
家
の
お
茶
の
間
に
い
る
み
た

い
に
、
気
楽
に
過
ご
し
、
何
で
も
話
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
に
し
て
い
き
た
い
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

オープニングセレモニー
大隅会長の挨拶

小
地
域
の
お
茶
の
間
づ
く
り
事
業

市
内
２
地
区
目
！　

「
小
田
東
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」
を
開
所
し
ま
し
た
！

特
集
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【
お
問
合
せ
先
】
地
域
福
祉
課　
　

電
話
・
お
太
助
フ
ォ
ン
：
４
７-

１
１
３
１

「
小
田
東
ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」 

概
要

開 

催 

日
：
毎
月
第
２
・
４
金
曜

時　
　

間
：
午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

場　
　

所
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
う
だ

利
用
料
金
：
５
０
０
円

内　
　

容
：
お
し
ゃ
べ
り
、
軽
運
動
、
ゲ
ー
ム
、

　
　
　
　
　

手
芸
、
喫
茶
、
昼
食
会　

な
ど

対 
象 

者
：
小
田
東
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

今
後
の
取
組
み

　

こ
の
小
地
域
の
お
茶
の
間
づ
く
り
事
業
は
、
今

年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
向
原
地
区
、
八
千
代
地

区
で
も
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
次
号
で
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
、
吉
田
地
区
、
高
宮
地
区
と

市
内
全
域
の
開
所
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

都道府県ビンゴゲームをやっている様子

ボランティアの皆さま
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お
か
げ
さ
ま
で
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

　

市
社
協
で
は
、
福
祉
や
介
護
に
関
心
を
お
持
ち

い
た
だ
く
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
地
域
で

の
福
祉
活
動
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
標

と
し
て
、今
年
度
よ
り
「
福
祉
・
介
護 

出
前
講
座
」

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
現
在
多
く
の
申
込
み
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
、
福
祉
・
介
護
の
理
解
や
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
社
協
職
員
一
同
、
事

業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
身
体
機
能
に
つ
い
て
学
ぶ

　
「
福
祉
・
介
護 

出
前
講
座
」
は
、
大
人
だ
け
が

学
習
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
世
代
を
対
象
に
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

11
月
20
日
、
美
土
里
中
学
校
の
１
年
生
が
、
高

齢
者
の
身
体
機
能
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
、「
高

齢
者
疑
似
体
験
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、視
野
を
狭
く
す
る
ゴ
ー
グ
ル
や
、

腰
を
曲
げ
る
た
め
の
吊
り
具
、
関
節
を
動
き
に
く

く
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
装
着
し
、
腰

を
曲
げ
た
ま
ま
の
歩
行
や
、
階
段
の
昇
り
降
り
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に
体
を
動

か
す
こ
と
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
生
徒
か
ら
は
、『
ち
ょ
っ
と
し
た
声

掛
け
や
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も
ら
え
る
だ
け
で
、

怖
い
と
い
う
感
覚
や
不
安
が
軽
減
さ
れ
た
。』
と

の
声
が
多
く
挙
が
っ
て
お
り
、
今
後
、
高
齢
者
の

方
に
あ
っ
た
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

講座名：『終活を考える』　　受講者：かえでサロン参加者
※外部講師（医師会）と連携して行ないました。

講座名：『高齢者疑似体験』　　受講者：美土里中学校 1 年生

～市民の皆さまからの受講申  込みをお待ちしております～
大好評!! 市社協が取組む 「福祉・介護 出前講座」
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広島県安芸高田市八千代町下根578

利
用
方
法

①
利
用
対
象
者

　

 

市
内
の
集
会
所
等
を
用
い
て
開
催
さ
れ

る
集
会
の
利
用
者
（
５
名
以
上
）

  　

 

※
営
利
を
目
的
と
し
た
集
会
で
は
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
利
用
可
能
日
時

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
の

　

２
時
間

③
開
催
場
所

　

申
込
者
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

④
申
込
方
法

　

 

開
催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
指
定

の
申
込
書
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

⑤
利
用
料
金

　

 

講
師
派
遣
料
（
市
社
協
職
員
の
派
遣
）

は
無
料
で
す
。

　

 

※
外
部
講
師
派
遣
料
、
会
場
使
用
料
等

は
申
込
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑥
そ
の
他

　

 

他
の
業
務
の
都
合
に
よ
り
、
希
望
の
日

時
に
お
伺
い
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。
頻
繁
な
申
込
み
の
際
に
は
、
回

数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー

認
知
症
、う
つ
病
予
防
、薬
と
健
康
の
管
理
、

高
齢
者
疑
似
体
験
、
車
い
す
体
験
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
転
倒
予
防
、

福
祉
・
介
護
制
度
、
高
齢
者
の
生
き
方
、

終
活
を
考
え
る
、
災
害
支
援

【お問合せ先】地域福祉課　　電話・お太助フォン：４７ー１１３１

～市民の皆さまからの受講申  込みをお待ちしております～

講座名：『レクリエーション』　　受講者：バンビサロン参加者

大好評!! 市社協が取組む 「福祉・介護 出前講座」

2017（平成29）年12月7



家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

ふ れ あ い サ ロ ン 物 語

「いきいきサロン吉田」は吉田町のふれあいセンターいきいきの里で開催しています。

私たちのサロンは、今年の7月に立ち上

げたばかりのサロンです。

月1回のサロンでは、軽運動などで体力

づくりをしたり、昼食を作ったりと、毎回、四

方山話に話を咲かせながら楽しい時間を過

ごしています。

また、サロンの内容は世話人だけが考え

るのではなく、みんなで何をするかを考え、

みんなで楽しい時間を作り上げるようにし

ています。

これからも、たくさんの笑顔が見られる

よう楽しいサロンにしていきたいと思って

います。　　　 （いきいきサロン吉田世話人）

1日を楽しく過ごせるように
～いきいきサロン吉田（吉田町）～

「上根サロン」は八千代町の上根集会所で開催しています。

私たちのサロンは、仲間づくりの交流の場

としてさまざまな活動を行なっており、毎回

15人程度が参加されます。

今回は、市社協の出前講座で認知症につ

いてのお話を聞き、その後、認知症予防の効

果を期待しながら脳トレを行ないました。

今後も、このような日常生活に繋げること

ができるような内容を行ない、サロンに参加

することを外出するひとつのきっかけにして

いただけるよう取組んでいきたいと思ってい

ます。

　（上根サロン世話人）

参加することが外出するきっかけになる
～上根サロン（八千代町）～

New

も　やま　ばなし

よ

2017（平成29）年12月 8



ふ れ あ い サ ロ ン 物 語

「かえでサロン」は甲田町のかえで会館で開催しています。

私たちの地域では、毎年11月に本村川

下流の唯称庵で「かえで祭り」を開催してお

り、サロン名の由来にもなっています。

毎回、みなさんに元気に参加していただ

くことが何よりですが、欠席された時には

みんなが心配になります。このように、サロ

ン活動から地域のつながりが生まれ、いつ

までもいきいきと暮らせる地域づくりがで

きればと思っています。

今回は、社協だよりに写真が掲載される

ということで、みなさんいつもより化粧を

入念にされているようでした。

　　　　（かえでサロン世話人）

サロンから生まれる地域のつながり、助け合い～かえでサロン（甲田町）～

坂中ふれあいサロンにこにこ会」は向原町の坂16区集会所で開催しています。

私たちのサロンは、誰でも気軽に集まれる

場所という思いで、平成16年2月に立ち上げ、

今回で149回目となりました。

毎回、季節にあった行事を行なったり、時

には食事会を開催したりと楽しい時間を過ご

すようにしています。

最近では、健康運動指導員の方をお招き

し、健康体操を教えていただきました。今後

は、教えていただいたことを思い出しなが

ら、しっかりと体操をしていきたいと思ってい

ます。

（坂中ふれあいサロン世話人）

誰でも気軽に集まれるサロン
～坂中ふれあいサロンにこにこ会（向原町）～

2017（平成29）年12月9



事
業
所
の
特
色

　

市
社
協
通
所
介
護
事
業
所
で
は
、
利
用
者
・

家
族
・
介
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、一
緒
に
な
っ

て
支
え
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
あ
た
た
か
い
介

護
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
利
用
者
の
個
々
に
応
じ
た
ア
ク
テ
ビ

テ
ィ
（
活
動
、
行
動
）
を
考
慮
し
、
手
芸
や
園

芸
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
取
入
れ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

地
域
性
を
活
か
し
た
取
組
み

　

地
域
性
を
活
か
し
た
取
組
み
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
各
種
団
体
や
幼
稚
園
、
小
学
校
な

ど
か
ら
の
慰
問
は
、
利
用
者
の
み
な
さ
ま
か
ら

と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
人
や
地
域
に
も
寄
り
添
っ
て
い
け
る
取
組
み

に
今
後
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【お問合せ先】介護福祉 2課・通所介護事業所　　　電話・お太助フォン：45-2941

通
所
介
護
事
業
所
の
取
組
み
の
紹
介

高林坊コーラスグループの皆さんに訪問していただきました。

季節ごとに花を育てています。

お茶をたててみんなで飲むこともあります。

　

市
社
協
通
所
介
護
事
業
所
で
は
、
随

時
、
お
試
し
利
用
や
見
学
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
訪
問
に
つ
き
ま
し

て
も
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

 （平成29年８月21日～平成29年11月20日受付分）

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 

 

○
匿　

名　
　
　

３
名

●
香
典
返
し

�

（
故
人
／
行
政
区
／
寄
附
者
）

○
吉
田
町

玉
本　

好
和　
上 

小 

山　

玉
本　

浩
規

土
居　

尊
道　
山 
手 
中　

土
居　

浩
二

小
桜
ミ
ヨ
コ　
西
土
手
上　

小
桜　

一
夫

三
上　

昭
枝　
上 

福 

原　

三
上　

節
次

可
愛
川
昭
六　
十  　

念　
可
愛
川
實
知
則

大
野　
　

清　
市
有
郡
山
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
ツ
ル
ヱ

麓　
　

治
義　
千  　

川　

麓　
　

充
宏

森
川　

咲
夫　
坂  　

巻　

森
川　

賢
二

土
居　

繁
喜　
西 

浦 

上　

土
居　
　

茂

井
上　

信
江　
下 

竹 

原　

井
上　

正
洋

川
谷　

武
輝　
上
新
屋
郷　

川
谷　

文
久

弓
戸
ト
モ
ヱ　
川 

向 

１　

弓
戸　

勝
幸

渋
川
か
お
り　
上
新
屋
郷　

渋
川　

雅
敏

久
岡
ス
エ
コ　
太
郎
丸
上　

久
岡　
　

敏

村
川　

和
司　
柳  　

原　

村
川
久
美
子

福
田　
　

進　
横  　

山　

福
田　

菅
子

渡
邊　
　

實　
新 

町 

下　

久
戸
瀬
早
苗

大
田
ハ
ル
ヱ　
千  　

川　

大
田　

秀
治

大
田
マ
ツ
ヱ　
相 

合 

２　

大
田　

康
文

松
村　

正
勝　
太
郎
丸
下　

松
村　

賢
造

○
八
千
代
町

宇
品　

政
德　
宮 

の 

上　

宇
品　

幸
治

石
國　

幸
子　
市  　

裏　

石
國　

裕
子

平
岡
フ
ジ
ヱ　
広
島
市
安
佐
南
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

昇
照

竹
田
ア
サ
子　
寺 

の 

下　

竹
田　

裕
香

川
野　

初
子　
日 

南 

上　

川
野　

敏
行

平
重　

武
夫　
国  　

安　

平
重
美
智
惠

山
本
ス
ミ
コ　
中
佐
々
井　

山
本　

隆
夫

○
美
土
里
町

藤
安　

義
昭　
瀬  　

木　

藤
安　
　

功

吉
長
コ
フ
ミ　
北  　

市　

吉
長　

恒
夫

中
村
カ
ズ
エ　
橋  　

上　

中
村　

静
登

新
倉　

公
昭　
戌  　

谷　

新
倉　

豊
香

竹
田
智
恵
子　
石  　

丸　

竹
田　

光
則

佐
々
木
冴
子　
広  　

森　

佐
々
木
好
昭

佐
々
木
信
子　
九 

文 

久　

佐
々
木
光
樹

兒
玉
ヨ
シ
エ　
向  　

井　

兒
玉　

英
昭

藤
田　

哲
夫　
橋  　

上　

藤
田　

隆
幸

宇
丹　

數
幸　
上 

叶 

口　

宇
丹　

弘
文

河
野　

義
治　
上  　

城　

河
野　

清
女

菅
野　

康
男　
中
北
日
南
下　

菅
野　

瑞
枝

○
高
宮
町

田
邉　

淑
治　
上 

用 

地　

田
邉　

充
子

中
本　

憲
治　
篠  　

原　

中
本
美
知
子

加
藤　

昭
二　
下 

福 

田　

加
藤　
　

治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

誠
子

神
田　

千
浪　
新  　

迫　

神
田　

政
喜

津
山　

芳
幸　
常  　

広　

津
山　
　

強

竹
田
マ
サ
ヱ　
栃  　

原　

竹
田
扶
佐
春

垣
内
キ
ヨ
カ　
下
羽
佐
竹　

垣
内　

隆
信

長
尾
美
智
子　
田　

  

草　

長
尾　

利
文

黒
田　

昭
子　
宍 

戸 

城　

黒
田　

妙
子

野
納　

博
之　
中 

之 

郷　

野
納　

史
彦

中
尾
コ
ス
ヱ　
野  　

部　

中
尾
三
十
之

上
野　

信
子　
上
野･

吉
広　

上
野　

博
明

亀
井　

武
司　
下  　

宮　

亀
井　

昭
三

瀬
澤　

紝
枝　
下 

式 

敷　

瀬
沢　

唯
見

○
甲
田
町

岡
部　

光
久　
城  　

山　

岡
部　

靜
枝

栗
栖　

政
德　
平  　

佐　

栗
栖　

文
子

中
本　

玉
子　
今
井
谷
２　

中
本　
　

昇

近
村　
　

米　
古　

  

旗　

近
村　

正
晴

前
村　

笹
一　
上 

長 

屋　

田
村　

幸
子

加
野
岡
文
子　
平　

  

佐　

加
野
岡
恵
美

髙
橋　

憲
三　
下 

高 

地　

髙
橋
健
太
郎

下
田　

君
枝　
花 

の 

木　

下
田　

和
彦

○
向
原
町

桑
原　
　

肇　
坂 

５ 

区　

桑
原　

悦
子

平
尾
ス
ヱ
コ　
戸
島
８
区　

平
尾　

昌
子

益
原　

和
彦　
長
田
８
区　

益
原　

秀
文

平
野　

信
枝　
戸
島
３
区　

平
野　

良
生

石
丸　
　

勇　
保
垣
１
区　

石
丸　

福
恵

竹
森　

一
人　
坂 

14 

区　

竹
森　

隆
則

高
藤
ツ
ヤ
子　
戸
島
7
区
下　

高
藤　
　

誠

望
月　

星
稀　
坂
２
区
駅
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
月　

弦
二

道
原　
　

進　
戸
島
９
区　

道
原　

久
子

粟
森　

一
彦　
有
留
７
区　

粟
森　

敏
彦

国
岡　

尊
子　
長
田
８
区　

国
岡　
　

学

○
匿　

名　
　
　

４
名

●
一
般
寄
附
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社協だより

新年あけましておめでとうございます。これからも福祉についての様々な情報を発信し、市民
の皆さまに社協をもっと身近に感じていただけるような社協だよりにしてまいりたいと思いま
す。本年もご指導の程よろしくお願い申しあげます。 （事務局）

編集後記

平
成
29
年
度

　　　　　

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長
表
彰

　

平
成
29
年
11
月
8
日（
水
）、
平
成
29
年
度
広
島
県
社
会
福

祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
で
社
会
福
祉
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
々
が
県
社
協
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
（
敬
称
略
）

　

猪
上　

優
彦　

安
芸
高
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
吉 

田 

町
）

　

栗
田
ミ
ナ
子　

安
芸
高
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
美
土
里
町
）

　

住
田
コ
ズ
ヱ　

安
芸
高
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
高 

宮 
町
）

　

三
木　

恭
子　

安
芸
高
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
吉 

田 

町
）

●
社
会
福
祉
施
設
功
労
者
（
敬
称
略
）

　

岩
見　

哲
治　

（
社
福
）
清
風
会　

吉
田
清
風
荘

　

奥
野　

剛
夫　

（
社
福
）
清
風
会　

み
や
び

　

下
津
江　

康　

（
社
福
）
清
風
会　

清
風
園

　

千
崎　

大
輔　

（
社
福
）
清
風
会　

清
風
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

赤
い
羽
根
共
同
募
金　

イ
ベ
ン
ト
募
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　　　　　

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
10
月
1
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
街

頭
募
金
や
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
、
皆
さ
ま
か
ら
の
あ

た
た
か
い
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

お
あ
ず
か
り
し
ま
し
た
募
金
は
、
全
額
、
広
島
県
共
同
募

金
会
に
送
金
し
、
約
７
割
が
安
芸
高
田
市
共
同
募
金
委
員
会

に
配
分
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
活
動
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

10/1 街頭募金（Aコープ向原店前）
15,118円

11/5 向原いのしかんフェスティバル
16,198円

10/8 こうだわいわい祭
56,448円

10/1 街頭募金（ゆめタウン、ユアーズ前）
38,957円

9/24 美土里米舞まつり
15,207円

11/5 八千代およりん祭
65,868円

10/22 たかみや大地の祭り
42,588円


